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 サバーファームでは、

お正月を楽しんでもら

おうと 2004 年から毎

年、葉牡丹で干支を描い

ています。今年は、斜面

一面の葉牡丹で描かれ

た卯が新年を祝ってい

ます。 
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         年頭にあたって 

会長 中谷 清 

 

 新年あけましておめでとうございます。 

皆さまには、穏やかな新春をお迎えのこ

ととお慶び申し上げます。 

日ごろは、本市農業委員会の活動に格別

のご理解・ご協力を賜り厚くお礼申し上げ

ます。 

さて、昨年も新型コロナウイルス感染症

の流行が収まらず、次々と変異株が発生し

ました。感染症の流行により長きにわたっ

て様々な制約を受け、皆さまお疲れのこと

と存じます。しかしながら、冬の到来を迎

え、感染が拡大しやすい状況になっており

ます。皆さまにはコロナ禍を乗り越えてい

くために、今一度感染防止対策を徹底して

いただけますようよろしくお願い申し上

げます。 

また、農業分野につきましては、エネル

ギー価格の上昇やロシアによるウクライ

ナ侵略に加え、大幅な円安等の影響によ

り、肥料価格が大幅に上昇しました。しか

し、農業生産資材の価格高騰が農産物の価

格に反映されにくいことから、私たち農業

者にとっては非常に大きな問題となって

おります。さらに、農業は常に自然災害の

リスクと隣り合わせでありますので、本当

に厳しい状況にあるわけでございますが、

皆さまには今後ともより一層のお力添え

を賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

今後も農業委員会は、各種農業課題の解

決に向け、富田林市を含む関係機関と連携

を図りながら、皆さまとともに取り組んで

まいる所存でございますので、なお一層の

ご理解・ご協力を賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

結びに、本年が皆さまにとりまして、希

望に満ちた良い年になりますことを心か

ら祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさ

せていただきます。 

  

        

         新年を迎えて 

市長 𠮷村 善美 

 

新年あけましておめでとうございます。 

農業委員、農地利用最適化推進委員並びに

農業者の皆様には、日頃より市政全般、とり

わけ農業振興分野におきまして、多大なご支

援・ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

また、昨年は３年ぶりとなる農業祭の開催

にあたり、ご尽力賜りました関係者の皆様に

心から感謝申し上げます。 

皆様ご承知のとおり、新型コロナウイルス

感染症の影響は長期化しており、今冬は季節

性インフルエンザとの同時流行も心配され

ております。皆様には引き続き、基本的な感

染防止対策の徹底にご協力をお願い申し上

げます。 

 さて、本市では農業従事者の高齢化や後継

者不足による生産人口の減少、耕作放棄地の

増大など、農業を取り巻くさまざまな課題解

決を図るとともに、さらなる発展を目指し、

昨年３月に「農業振興ビジョン」を策定いた

しました。 

特に、喫緊の課題であります農業従事者の

担い手・後継者不足に対しては、昨年府内で

初めて誕生した民間による運営事業「富田林

市きらめき農業塾」を農業委員会や JA 大阪

南、大阪府等と連携して支援し、次代の強い

担い手を育成してまいります。 

私は「農のこころ」は郷土・富田林の「こ

ころ」であるとともに、持続可能な未来の富

田林づくりに不可欠の「こころ」であると信

じております。 

今後とも、市民の皆さまとともに力を合わ

せて、「人とまちがにぎわい、市民の笑顔が

あふれる、麗しの富田林」の実現に向け全力

で取り組んでまいりますので、一層のご支

援・ご協力をお願いいたします。 

結びに、本年が皆さまにとりまして、希望

に満ちた良い年となりますことを、心から祈

念いたしまして、年頭のご挨拶とさせていた

だきます。 
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西
板
持
地
区
の
中
筋
秀
樹

さ
ん
が
、
な
に
わ
農
業
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 
中
筋
さ
ん
は
、
大
阪
な
す
や

き
ゅ
う
り
、
海
老
芋
等
を
中
心

と
し
た
経
営
を
平
成
22
年
に

受
け
継
が
れ
ま
し
た
。
生
産
・

販
売
・
労
務
管
理
デ
ー
タ
の
活

用
に
よ
る
経
営
の
最
適
化
や
、

J

G

A

P
の
取
得
を
通
じ
た

生
産
工
程
管
理
の
適
正
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
点
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

人
大
阪
府
農
業
会
議
専
務
理

事
兼
事
務
局
長
の
鈴
木
成
さ

ん
か
ら
「
最
近
の
農
業
情
勢
と

農
業
委
員
会
活
動
の
課
題
」
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 

 
ま
た
、
今
年
度
は
外
部
講
師

と
し
て
、
横
浜
国
立
大
学
名
誉

教
授
の
田
代
洋
一
さ
ん
か
ら

「
大
阪
農
業
の
課
題
と
農
業

委
員
会
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

西
板
持
地
区
で
施
設
野
菜

作
（
な
す
、
き
ゅ
う
り
）
経
営

を
行
わ
れ
て
い
る
中
筋
博
行

さ
ん
が
、
農
事
功
績
表
彰
（
緑

白
綬
有
功
章
・
野
菜
部
門
）
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
表
彰
事
業
は
、
農
業
に

お
け
る
新
し
い
技
術
や
経
営

の
改
善
に
挑
戦
さ
れ
、
立
派
な

経
営
を
築
か
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
技

術
の
導
入
・
普
及
、
産
地
の
形

成
、
青
年
農
業
者
の
育
成
等
に 

 

 

 

10
月
18
日
（
火
）、
大
阪
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
府
内
の
農
業
委
員

等
が
参
集
す
る
農
業
委
員
会

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

市
か
ら
は
、
農
業
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
16

名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

な
に
わ
農
業
賞
の
表
彰
式

で
は
、
本
市
か
ら
西
板
持
地
区

の
中
筋
秀
樹
さ
ん
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
な
に
わ
農
業
賞

は
、
都
市
地
域
に
お
い
て
効
率

的
で
安
定
的
な
農
業
経
営
を

営
み
、
都
市
環
境
の
維
持
改
善

へ
の
貢
献
を
通
じ
て
、
大
阪
農

業
の
存
在
価
値
の
向
上
に
寄

与
す
る
農
業
経
営
体
を
顕
彰

す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
151
名

の
方
々
が
受
賞
さ
れ
、
い
ず
れ

も
先
進
的
な
農
業
経
営
を
営

み
、
優
れ
た
農
業
経
営
者
と
し

て
地
域
農
業
を
牽
引
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

研
修
会
で
は
、
一
般
社
団
法 
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な
に
わ
農
業
賞 

農
事
功
績
表
彰 

(

緑
白
綬
有
功
章 

 

野

菜

部

門

) 

 

令
和
４
年
度 

大
阪
府
農
業
委
員
会
大
会 

大
き
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
た

農
業
者
の
方
々
、
並
び
に
農

業
技
術
の
普
及
、
研
究
開
発

等
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
を
対

象
に
、
歴
代
総
裁
宮
殿
下
（
現

在
は
、
第
7
代
秋
篠
宮
皇
嗣

殿
下
）
の
御
名
に
よ
り
表
彰

す
る
も
の
で
す
。 

 

緑
白
綬
有
功
章
は
、
農
事

改
良
等
へ
の
功
績
が
顕
著
な

方
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。 
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農 

業 

者 

年 

金 

地
利
用
最
適
化
推
進
活
動
等
）

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
の
啓
発
と
と
も
に
、
兵
庫

県
洲
本
市
農
業
委
員
会
と
富

田
林
市
農
業
委
員
会
の
姉
妹

農
業
委
員
会
交
流
事
業
と
し

て
、
淡
路
島
産
の
た
ま
ね
ぎ
を

使
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど

を
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農

業
相
談
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
、
農
地
の
貸
借
や
農
作
物
の

育
て
方
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
ま
し
た
。 

 

農
業
祭
は
、
毎
年
勤
労
感
謝

の
日
に
開
催
さ
れ
、
今
年
は
雨

が
降
る
中
、
約
３
，
０
０
０
人

の
入
場
者
が
あ
り
、
富
田
林
市

の
秋
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

富
田
林
市
農
業
祭 

 

11
月
23
日
（
水
）
に
、
石

川
河
川
敷
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
富
田
林
市
農
業
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気

で
し
た
が
、
ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
富
田
林
市
産
の
新
鮮
な

野
菜
を
買
い
求
め
る
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
大
道
芸
、
お
菓
子
つ

か
み
ど
り
、
風
船
配
布
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
の

他
に
、
岩
手
県
大
槌
町
の
復
興

支
援
コ
ー
ナ
ー
（
パ
ネ
ル
展

示
・
特
産
物
販
売
）
な
ど
多
く

の
催
し
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
多
く
の
人
が
楽
し

み
ま
し
た
。 

 

農
業
委
員
会
で
は
、
市
民
の

方
々
に
農
業
委
員
会
活
動
（
農 

 

【
農
業
に
従
事
す
る
方
な
ら
広

く
加
入
い
た
だ
け
ま
す
】 

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る 

・
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険

者
（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）
で
、 

・
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
。 

※
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者

も
加
入
で
き
ま
す
。 

【
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金

で
す
】 

 

加
入
者
の
積
み
立
て
た
保

険
料
と
そ
の
運
用
益
を
合
わ

せ
た
額
に
よ
り
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
事
後
的
に
決
ま

る
「
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
」

の
年
金
で
す
。 

 

個
人
ご
と
の
毎
年
度
の
年

金
資
金
の
積
立
・
運
用
状
況

は
、
毎
年
6
月
ま
で
に
農
業
者

年
金
基
金
よ
り
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。 

 

【
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め

ら
れ
ま
す
】 

 

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金

額
の
目
標
に
向
け
て
、
保
険
料

は
月
2
万
円
（
35
歳
未
満
で

政
策
支
援
加
入
の
対
象
と
な

ら
な
い
方
は
1
万
円
）
か
ら

6
万
7
千
円
の
範
囲
内
で
、

千
円
単
位
で
自
由
に
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
農
業
経
営
の
状
況
等

に
合
わ
せ
て
、
い
つ
で
も
見
直

し
が
可
能
で
す
。 

【
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の

保
証
つ
き
】 

 

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま

す
。
仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が

80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら

80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年

金
の
現
在
価
値
に
相
当
す
る

額
が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺

族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

【
税
制
上
の
優
遇
措
置
】 

 

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
控
除
の
対
象
。
所

得
税
や
住
民
税
等
の
節
税
に

つ
な
が
り
ま
す
。
支
払
っ
た
保

険
料
の
15
～
30
％
程
度
が
節

税
に
な
り
ま
す
。 

【
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ

り
ま
す
】 

 

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の

要
件
を
備
え
た
「
意
欲
あ
る
担

い
手
」
に
は
、
保
険
料
（
月
額

2
万
円
固
定
）
の
2
割
、
3

割
、
5
割
の
国
庫
補
助
が
あ

り
ま
す
（
最
大
で
20
年
）。 

 

●
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

農
業
者
年
金
基
金
専
門
相
談
員

(

０
３
―
３
５
０
２
―
３
１
９
９) 

 

ま
た
は 

 

農
業
者
年
金
基
金
企
画
調
整
室 

(

０
３
―
３
５
０
２
―
３
９
４
２) 
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